[Book Review] Yoshikazu Tanaka : Reconcideration on Education for "Buraku" liberation by 海老原 治善 & Ebihara Haruyoshi
[文献紹介] 田中欣和編著『解放教育論再考』
その他のタイトル [Book Review] Yoshikazu Tanaka :
Reconcideration on Education for "Buraku"
liberation
著者 海老原 治善
雑誌名 教育科学セミナリー
巻 12
ページ 36-38
発行年 1980-12-07
URL http://hdl.handle.net/10112/00019548
ままでは発達を停止させ、歪みを与え、逆転さ
せる過程を、より前進的過程に変えうることも
示唆し、 「子どもは環境との相互作用を通じて
感覚過程と思考過程が活発化されないとその生
得的な知的可能性を実現できない。」と述べている。
次に著者は障害児の発達遅滞の問題点を明か
にするため、発達的研究から、思考、言語、認
知の相互の関係をKendier, H. H, & T. S。,
Piaget, J., やVigotsky,L. S。らの研究を
引いて整理している。これはこの次に詳しく述
べられる「精神遅滞児」、 「ろう児」、 「環境
障害児」における現時点での問題を明かにする
ための枠組みになるのであろうが、諸家の学説
一点に定まらず、読者にかえって混乱を招く恐
れもある。それは一つには本書の鍵概念ともい
うべき「言語」、 「認知」の概念規定が諸家に
おいて一致しているとはいいがたく、むしろ諸
家それぞれにおいてもその概念規定がはなはだ
暖味である場合もあるからである。したがって
読者は諸家の学説にとらわれることなく、特論
ともいうべき、 「精神遅滞児」 「ろう児」 「環
境障害児」において示される実験的研究の結果
を素直に見比べて、障害児の現時点での問題を
見いだすのがよいであろう。また障害児を通じ
て、言語、認知の概念の暖味さが露呈し、それ
によってそれらの概念はより一層明確化される
ことにもなる。これらの章では障害児の問題点
のみならず、現時点での障害児の特性は、前述
の如く、環境との相互関係において変化する可
能性のあることを示唆している。
本書はまえがきで著者も書いている如く、障
害児固有の問題というより、むしろ「発達心理
学特殊講義」と名付けてもよいのであるが、障
害児研究のハンドプックの一部として利用する
こともできよう。
いずれにしても、ここで述ぺられた諸研究（
著者自身の研究も含めて）の成果は障害児教育
の実践に際しての仮説として採用され、試めさ
れるべきものである。環境との相互作用といっ
ても、単に周囲の環境を整備、充実するだけで
は充分ではなく、心理学的にはむしろ障害児ヘ
の積極的働きかけの技術の向上がなされなけれ
ばならない。それには本書に入って、本書を出、
心静能処事こそ肝要。それはこれからのわれわ
れの時間をかけた作業でもある。そしてそのこ
とは障害児特有の教育に止まらず、人間一般の
教育についての知見を附け加えてくれるはずで
ある。
田中欣和編著『解放教育論再考』
海老原治善
本書は、編著者によれば、 「最近、解放教育
運動関係者のあいだで『もう一度考えよう』と
語られることが多いが、それはむしろ積極的な． 
あるきざしであると私は思う。本書の題名もそ
の意味からである。おのれの課題として餌考
』も、 仲間総括』しようということである」
（まえがき）との意図で編集されたものである。
全体は二部で構成され、第一部は、田中氏の
論稿で、その構成はつぎのとおりである。
I 今日の部落差別
I 解放の学力をめざすということ
皿 部落解放理論の現段階
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IV 部落解放教育の今日的課題 」をめざす教育内容研究の動向を簡潔にしかも
第二部は、現場実践家の運動・実践の総括の 要をえた整理とそれにもとずく問題提起は、大
論文でつぎの通りである。
I みえてきたこと
I n にんげん”と私
m 部落解放をめざす教育
運動の課題
IV 矢田解放塾の歩み
v 障害者から現代公教育
体制と「障害児」教育
宇野京子
中川清
住田一郎
黒田伊彦
楠敏雄
そこで、ここでは、各論文の紹介というより
は、むしろ読語感の若干を記して、書評にかえ
たいと考える。
全体として部落解放教育が直面している緊急
で、かつ基本的な問題について、卒直に問題点
が指摘され、新たな前進の方向性をさぐろうと
している諸論稿からなりたっている。
そこで、まず第一部の田中論文についての読
後感から述べてゆくことにする。
第ーに、田中氏の「現段階での問題意識を重
要としつつ、網羅的ではないが概観的に構成し
た」論稿ではあるが、評者としては、実践的課
題への問題提起という主体的責任における構え
に敬意を表したうえでではあるが、筆者の教育
社会学という専攻領域における、部落問題との
かかわりにおける先行研究の方法論的検討から
出発させてほしかった気がした。
というのは「I 今日の部落差別」の展開で
歴史研究者では、でてこない社会学的なパラダ
イムでの問題接近がおこなわれ、それによって
部落差別の現実が改めて析出されているのをよ
むからである。そうした枠組みの有効性をふく
めての方法論的検討を知りたかった気がしたの
である。
第二に、 「I 解放の学力をめざすというこ
と」のなかでの大阪を中心とする「解放の学力
変勉強になった。（富田小の算数・教材集「ひ
らがな」など）。とくに「話しことば文化」と
「書きことば文化」の節は、興味深くよむこと
ができた。バーンステインの理論からの考察も
注目される。 「話しことば文化」のもつ解放教
育への重要性の指摘は、今後、共同で発展させ
るべき問題提起であると思った。それだけに、
もう少し詳細な展開がほしかった。
第三に、 「部落解放理論の現段階」をよんで
当面している理論の問題現況の概要を知ること
ができた。これに主体的に参加するために、今
後の評者の多大な努力を必要とするが、基本的
には大賀説が、評者には説得力がある。また「
部落解放教育の今日的課題」の当面の状況への
諸指摘はすべて同感できるし、今後の方向性と
して「主権者の形成」 「自主管理能力の形成」
にも共鳴する。そこで問題は、学校の教育活動
でそれをどうつくりだすかである。そのために
は、教育課程の構造論的アプローチと学校外教
育の体系的整理の課題があるように思われる。
これは、教育方法・課程研究者の発言が期待さ
れるわけであるが、この点でのつっこんだ氏の
論及がもう少しよみたかった。
第二部は、現場実践家の諸論稿である。宇野
京子論文、中川清論文は、淡々とした記述のな
かに、はっと、評者の思索に鋭く迫る提起がか
ずかず述べられていた。 「待っているだけでは
子どもがこないことに気がついて、子どもを誘
いに行くことにした。けれども誘いに行っても、
子どもも親も、学校のように『行かなければな
らない所』とは思っていないから、子ども会に
引きつけるものがないときは、いろいろ理屈を
つけて断わられてしまう。」 「これは、それま
で学校に待っていれば子どもが集まってくるの
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に慣れていた私にとっては、非常に恐ろしいこと
だった。」（宇野論文198ページ）とかいてい
る。公立学校の基本性格が見事にうきあがってく
る。中川論文では、新しく登場した教材『ミナ
コ逃げるな』の展開に、教育の真実がよみがえ
っていることをしらされた。 (22 4~ 5ペー
ジ）。 「ミナコの告発に対して自己批判と決意
表明だけでこたえるのではなく、告発を受けと
めながらも、弱さは弱さとして指摘していく。
従来ともすれば、うつ者は常にうつ、うたれる
者はうたれっぱなしという一方的な関係になり
がちであった。ここでは、うつ者がうたれ、う
たれる者がうつ。こういうなかで子どもたちは
結びつきを深め成長していくのである。」（月
前）の総括も淡々とした記述ではあるが、苦闘
の実践の貴重な集約である。わが講義・授業に
この観点があったかの反省が迫られた。
かって住田君が在学中の政策ゼミの折、住吉
の住宅闘争の報告をきき、強い感動をおぼえた
ことがある。それだけにあれから数年たっての
現状報告と問題点指摘の論文なので一気に読ん
だし、読めt.:o部落差別の現実が数量的にもあき
らかにされ説得的であった。また、主体形成の
重要性ー自己教育運動の組織化を提起している
点も、同感であった。とりわけ、 「とくに部落
差別の歪みが外面的な生活の劣悪さとしてスト
レートに現われるだけでなく、内面的な人格形
成のうえで重要な役割を担う”学習の場”を奪
われてきたために背負い続けねばならなかった
部落大衆の”弱さ”としても存在することの意
味を無視することはできないのである。」（
2 5 2ページ）という指摘は、痛苦のおもいこ
めての記述であったろう、とその重さを私なり
に噛みしめた。
地域教育計画論を探求している評者には、住
吉や矢田の運動は、原点的な問題提起をいつも
うけている。この点で、黒田論文も参考になっ
た。主要な部分が、公式の「部落解放矢田解
放塾の歩みーその精神と闘い」からの再録であ
るので、概要はつかめたが、黒田氏としての問
題点なりをくわえてくれると、よかった気がし
た。有機農法の実践とともに科学技術革命その
ものをどう問うているのだろうか（医師養成
を進めているとき）といったことが思われた。
楠論文での「障害児」教育の提起と解放教育
者へのかかわりについて論じられている。
ソヴエトでの障害児教育への批判も展開され
ているが、賛否をコメントする力量のなさをも
どかしく思う。これから深めていかねばと思っ
た。部落解放教育を軸とする差別からの解放を
めざす教育のあり方について、読者にも「再考
」の契機をうながしてくれる書である。（拓植
書房・ 2,000円）
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